
研究実施のお知らせ 

                        2017 年 6月 20 日 ver.1.0 

 

研究課題名 

糖尿病患者の歯周病についての理解度の解析と 

保険薬局薬剤師が医科歯科連携に参画する有用性の検討 

 

研究の対象となる方 

糖尿病治療薬を処方されて保険薬局に来局し、同意を取得できた患者さんご本人 

 

研究の目的・意義 

平成 26年に厚生労働省が行った調査によると歯肉炎および歯周疾患について継続的な治

療を受けていると推定される患者数は日本国内で 331 万 5000 人でした。歯周病の罹患率に

ついては諸説がありますが、平成 23 年歯科疾患実態調査では日本国民の 70.8%に何らかの

歯周病症状が認められ、このうち、治療が必要とされる中等度以上の歯周病症状は 29.8%

と推定されました。平成 26 年度 10 月時点での日本の総人口は 1 億 2708 万 3000 人である

とされることから、治療が必要とされる程度の歯周病症状について継続的に治療を受けて

いる人は 10%に満たないと考えられます。 

しかし、これらは国民全体に対しての統計であって、歯周病は糖尿病の第 6 番目の合併

症と言われ、虫歯と並び歯を失う 2 大原因とされていながらも、糖尿病患者さんについて

の明確な統計はなされていません。この事実を踏まえ、平成 26 年度に出雲市内の保険薬局

にて糖尿病患者さんを対象に歯周病についての啓発を目的としてアンケート形式の療養指

導が行われました。これにより集積したデータを用いて糖尿病患者さんの歯周病について

の理解度と歯科受診率を明らかにし、保険薬局薬剤師が医科歯科連携に参画することの有

用性を検討しようと考えています。 

糖尿病患者さんの歯周病ケアについての認識を明らかになれば、将来の患者さんに対し

て改めて歯科受診の必要性を伝えることができること、および、より効率的かつ効果的な

啓発の手法を模索できる可能性が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 



研究の方法 

 糖尿病患者さんを対象に以下のアンケートを実施しました。 

 

アンケートへの回答および処方箋、聞き取りから得られた情報を匿名化し集計した集計

用紙より研究対象者の次のデータを収集します。 

1) 年齢 

2) 性別 



3) 主治医が糖尿病専門医か否か 

4) 使用されている治療薬の分類 

5) アンケートの各設問への回答番号 

6) 糖尿病教育入院の経験の有無 ※口頭により聞き取りができた場合のみ 

7) HbA1c 値 ※口頭により聞き取りができた場合のみ 

 

これらの情報から、糖尿病患者さん全体の歯周病についての認識、歯科受診状況を明ら

かにし、また、それについて主治医が糖尿病専門医であるか否かによって差異があるのか

どうか、糖尿病教育入院の経験が有るか無いかによって差異があるのかどうか、HbA1c と

の相関があるのかどうか、定期的な歯科受診を継続するためには何が必要かを検証します。 

 

収集データは匿名化し取り扱い、収集データは研究機関内にて保管します。 

研究結果公表の際にも、個人の特定につながる可能性のある情報は一切用いません。 

 

研究の期間 

承認日～2020 年 7月 

 

研究組織 

 この研究は次の機関が参加して行います。 

研究代表者(研究で利用する情報の管理責任者) 

  一般社団法人 島根県薬剤師会 髙木康介 

参加研究機関 

手納医院   手納信一 

  島根大学医学部附属病院内分泌代謝内科 守田美和 

  一般社団法人 島根県薬剤師会 出雲支部「アンケート(療養指導)を行った機関」 

 

 

情報の利用停止 

 ご自身の情報をこの研究に利用してほしくない場合には、ご本人または代理の方からお

申し出いただければ利用を停止することができます。 

 なお、利用停止のお申し出は、2017 年 8 月 31 日までにお願いいたします。それ以降は

解析・結果の公表を行うため、情報の一部を削除することができず、ご要望に沿えないこ

とがあります。 

 

相談・連絡先 

 この研究について、詳しいことをお知りになられたい方、ご自身の情報を研究に利用し



てほしくない方、その他ご質問のある方は次の担当者にご連絡ください。 

 

研究代表者 

一般社団法人 島根県薬剤師会 髙木康介 

やまだ薬局 

〒693-0061 島根県出雲市姫原町 290-5 

TEL: 0853-24-0137 

携帯：090-4693-1330 


